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畑 山 作 喜
き

氏
土場沢･63歳･当選4回

鈴 木
き

和 夫
お

氏
沼･52歳･当選3回

小
こ

松 勘一郎 氏
下通･70歳･当選1回

小
こ

松 義 嗣 氏
松柴･56歳･当選3回

佐
さ

藤 十 内 氏
下小屋･65歳･当選3回

小
こ

松 賢 氏
石高･69歳･当選4回

小
お

野
の

健 氏
時雨山･49歳･当選3回

工
く

藤 実 氏
新処･54歳･当選3回

畠 山 作四
し

郎 氏
横小路･72歳･当選6回

任
期
満
了
に
伴
う
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
七
月
十
三
日
に
告
示
さ

れ
、
立
候
補
者
が
定
員
の
十
四
人
を
上
回
ら
な
か
っ
た
た
め
、
現
職
十

三
人
と
新
人
一
人
の
無
投
票
当
選
が
決
ま
り
ま
し
た
。
町
議
会
議
員
選

挙
の
無
投
票
は
、
東
由
利
村
当
時
の
昭
和
四
十
七
年
以
来
の
こ
と
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
今
回
当
選
し
た
新
議
員
の
任
期
は
、
第
十
七
回
合
併

協
議
会
で
在
任
特
例
の
適
用
が
確
認
さ
れ
て
い
る
た
め
、
平
成
十
六
年

七
月
二
十
三
日
か
ら
、
合
併
後
の
平
成
十
七
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
と

な
り
ま
す
。

昭
和
47
年
以
来
の
無
投
票
に�

（届出番号順）
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佐
さ

々
さ

木
き

長
ちょう

円
えん

氏
大琴･57歳･当選4回

小
こ

松
まつ

久
きゅう とく

氏
宇戸坂･68歳･当選4回

遠
えん

藤
どう

忠
ちゅう

平
べい

氏
新処･57歳･当選5回

長
なが

沼
ぬま

久
ひさ

利
とし

氏
新町･48歳･当選2回

阿
あ

部
べ

弘
ひろ

章
あき

氏
蔵･64歳･当選2回

▲改選後初の議会
臨
時
議
会

第
五
回
議
会
臨
時
会
が
七
月
二
日
に
招
集

さ
れ
、
湯
楽
里
の
大
規
模
改
造
工
事
の
請
負

契
約
に
関
す
る
議
案
一
件
が
、
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
契
約
金
額
は
六
千
六
百

十
五
万
円
、
請
負
業
者
は
前
田
建
設
工
業
株

式
会
社
東
北
支
店
（
仙
台
市
）。

湯
楽
里
大
規
模
改
造

請
負
契
約
を
可
決

総
務
教
育
民
生�

常
任
委
員
会�

産

業

建

設

�

常
任
委
員
会�

議

会

運

営�

委
　
員
　
会�

議

会

広

報

�

特
別
委
員
会�

委
員
会
名�

定
数�

委
　
　
　
　
　
　
　
員�

５� ６� ６� ７�

◎
畑
山
　
作
喜
　
○
鈴
木
　
和
夫
　
　
長
沼
　
久
利�

　
阿
部
　
弘
章
　
　
小
松
勘
一
郎
　
　
小
野
　
　
健�

　
小
松
　
義
嗣�

◎
佐
藤
　
十
内
　
○
工
藤
　
　
実
　
　
畠
山
作
四
郎�

　
小
松
　
　
賢
　
　
小
松
　
久
　
　
　
佐
々
木
長
円�

◎
佐
々
木
長
円
　
○
鈴
木
　
和
夫
　
　
小
松
　
　
賢�

　
佐
藤
　
十
内
　
　
畑
山
　
作
喜
　
　
小
松
　
義
嗣�

◎
小
野
　
　
健
　
○
長
沼
　
久
利
　
　
工
藤
　
　
実�

　
佐
々
木
長
円
　
　
小
松
　
義
嗣�

◎
委
員
長
　
　
○
副
委
員
長�

（
敬
称
略
）�

改
選
後
初
の
議
会
と
な
る
第
六
回
議
会
臨
時

会
は
七
月
二
十
三
日
に
招
集
さ
れ
、
議
会
議
長

に
遠
藤
忠
平
氏
、
副
議
長
に
小
松
義
嗣
氏
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
各
常
任
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
、

広
報
特
別
委
員
会
を
別
表
の
と
お
り
構
成
し
た

ほ
か
、
小
松
久
　
氏
が
議
会
選
出
の
監
査
委
員

に
再
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

議
会
議
長
に
遠
藤
忠
平
氏

副
議
長
に
小
松
義
嗣
氏



任
期
満
了
に
伴
う
第
二
十
回
参

議
院
議
員
選
挙
が
七
月
十
一
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

本
町
の
投
票
率
は
七
二
・
二
％
。

前
回
（
平
成
十
三
年
）
を
四
・
四
八

ポ
イ
ン
ト
上
回
り
ま
し
た
が
、
由
利

郡
の
平
均
投
票
率
七
三
・
五
九
％
に

は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

本
町
の
開
票
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

町
消
防
訓
練
大
会
が
七
月
二
十

五
日
、
げ
ん
き
館
駐
車
場
で
開
催
さ

れ
、
第
一
分
団
が
総
合
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
地
域
住
民
の
生

命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
消
防
技
術

の
向
上
と
消
防
精
神
の
練
成
を
図

り
、
火
災
防
御
に
万
全
を
期
す
と
い

う
目
的
で
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。

競
技
は
消
防
訓
練
礼
式
、
自
動

車
ポ
ン
プ
操
法
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法

の
三
種
目
。
町
内
五
つ
の
分
団
、
約

百
七
十
人
の
消
防
団
員
が
参
加
し
、

各
分
団
長
の
指
示
の
も
と
白
熱
し
た

演
技
を
展
開
し
ま
し
た
。

ポ
ン
プ
車
操
法
、
小
型
ポ
ン
プ

操
法
で
そ
れ
ぞ
れ
第
一
位
を
獲
得
し

た
第
一
分
団
一
部
と
第
五
分
団
一
班

は
、
八
月
七
日
に
行
わ
れ
る
本
荘
由

利
郡
支
部
消
防
訓
練
大
会
に
出
場
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
健
闘
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

大
会
成
績
は
次
の
と
お
り
。

訓
練
大
会
成
績

（

）
内
は
指
揮
者
・
敬
称
略

◇
総
合
の
部

優
　
勝
　
第
１
分
団
（
分
団
長
・

長
谷
山
肇
）

準
優
勝
　
第
２
分
団
（
分
団
長
・

遠
藤
信
弘
）

第
三
位
　
第
３
分
団
（
分
団
長
・

小
松
秀
栄
）

◇
消
防
訓
練
礼
式
の
部

第
一
位
　
第
１
分
団
（
長
谷
山
肇
）

第
二
位
　
第
２
分
団
（
遠
藤
信
弘
）

第
三
位
　
第
３
分
団
（
小
松
秀
栄
）

◇
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

第
一
位
　
第
１
分
団
１
部
（
佐
藤

俊
孝
）

◇
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

第
一
位
　
第
５
分
団
１
班
（
梅
津

正
明
）

第
二
位
　
第
３
分
団
１
班
（
小
松

典
之
）

第
三
位
　
第
５
分
団
４
班
（
小
野

智
行
）
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参
議
院
議
員
通
常
選
挙�

投　票　区�当日有�権者数�投票者�投票率�

第 1 （黒渕）�

第 2 （田代）�

第 3 （袖山）�

第 4 （舘合）�

第 5 （松柴）�

第 6 （老方）�

第 7 （祝沢）�

第 8 （法内）�

第 9 （ 蔵 ）�

第10（黒沢）�

第11（大琴）�

第12（杉森）�

計�

304�

291�

141�

816�

62�

824�

41�

321�

569�

59�

517�

66�

4,011

203�

210�

104�

566�

51�

605�

33�

231�

411�

52�

387�

43�

2,896

66.78�

72.16�

73.76�

69.36�

82.26�

73.42�

80.49�

71.96�

72.23�

88.14�

74.85�

65.15�

72.20

人� 人� ％�

投票区別開票結果� 候補者別得票数

すずき陽悦（無所属）
1,173票

今川和信（日本共産党）
161票

さいとう滋宣（自由民主党）
1,501票

みどりの会議　　 21.6票
自由民主党 1,268.4票
女性党　　　　　　 21票
社会民主党 130票
維新政党・新風　 2票
公明党　　　 490票
民主党　　　 566票
日本共産党　 132票

政党別得票数

▲小型ポンプ操法

▲総合優勝した第1分団

（敬称略）



町
功
労
者
の
阿
部
寅
靜
氏
（
蔵
）

が
七
月
十
八
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。阿

部
氏
は
昭
和
三
十
三
年
に

「
永
慶
保
育
園
」
を
開
設
し
て
以
来
、

園
長
と
し
て
児
童
の
保
育
に
専
念
さ

れ
る
か
た
わ
ら
、
教
育
委
員
や
公
民

館
長
、
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
な
ど
多
く

の
要
職
を
歴
任
。
児
童
福
祉
の
向
上

と
教
育
の
振
興
充
実
に
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
六
十
一
年
に

は
、
厚
生
大
臣
よ
り
社
会
福
祉
事
業

功
労
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
荘
人
権
擁
護
委
員
協

議
会
長
及
び
秋
田
県
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
副
会
長
と
し
て
も
活
躍
。
昭

和
五
十
九
年
に
法
務
大
臣
よ
り
人
権

擁
護
委
員
永
年
勤
続
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
活
動
が
高
く
評
価
さ

れ
、
昭
和
六
十
二
年
に
は
町
功
労
者

表
彰
を
受
章
、
平
成
二
年
に
は
勲
五

等
瑞
宝
章
を
受
章
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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四
日
、
第
一
回
黄
桜
カ
ッ
プ
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
三

年
前
に
八
塩
い
こ
い
の
森
に
整
備
さ
れ

た
十
八
ホ
ー
ル
は
近
隣
市
町
村
の
愛
好

者
か
ら
も
大
好
評
で
、
こ
れ
に
加
え
て

十
八
ホ
ー
ル
を
昨
年
度
事
業
で
増
設

し
、
今
年
か
ら
三
十
六
ホ
ー
ル
の
本
格

的
な
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
と
し
て
稼
働
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
来
年
に
は
東

北
大
会
の
会
場
と
し
て
、
ま
た
、
十
九

年
の
秋
田
国
体
に
は
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
競
技
会
場
と
し
て
使
用
さ
れ
る

こ
と
に
決
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
第
一

回
黄
桜
カ
ッ
プ
は
、
こ
の
整
備
が
終
わ

っ
て
の
こ
け
ら
落
と
し
の
意
味
も
含
め

た
大
会
で
し
た
。
県
内
か
ら
約
百
八
十

人
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
ハ
イ
レ
ベ
ル

の
大
会
で
し
た
。
新
し
く
設
置
し
た
国

旗
掲
揚
塔
に
掲
げ
る
国
旗
と
町
旗
と
共

に
、
八
塩
山
に
も
敬
礼
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。

十
三
日
は
町
議
会
議
員
選
挙
の
告
示

日
で
し
た
。
合
併
ま
で
は
八
カ
月
の

任
期
、
そ
の
後
は
平
成
十
七
年
十
月

ま
で
の
在
任
特
例
法
を
と
る
こ
と
に

法
定
協
議
会
で
確
認
さ
れ
て
お
り
、

合
わ
せ
て
十
五
カ
月
し
か
任
期
が
な

い
こ
と
も
影
響
し
て
か
、
昭
和
四
十

七
年
以
来
の
無
投
票
当
選
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

二
十
三
日
は
改
選
後
初
の
議
会
が
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
の
際
に
お
祝
い
を

申
し
上
げ
、「
任
期
は
十
五
カ
月
で
す

が
、
東
由
利
村
・
町
の
五
十
年
の
歴

史
を
閉
じ
る
に
あ
た
っ
て
の
八
カ
月
、

新
市
発
足
時
の
七
カ
月
で
あ
り
、
四

年
の
任
期
と
同
じ
重
大
な
役
割
を
期

待
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
お
互

い
健
康
に
も
気
を
付
け
な
が
ら
頑
張

り
合
い
ま
し
ょ
う
」
と
ご
あ
い
さ
つ

し
た
こ
と
で
し
た
。

十
九
日
、
雄
物
川
町
の
山
の
会
が
主

催
す
る
第
四
回
横
荘
線
メ
モ
リ
ー
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
に
参
加
し
ま
し
た
。
今
年
は

本
町
の
役
場
前
出
発
と
い
う
こ
と
で
す

か
ら
、
ぜ
ひ
往
時
の
横
荘
線
を
偲
び
な

が
ら
十
二
�
を
歩
い
て
み
た
い
と
思
っ

た
こ
と
で
し
た
。
町
か
ら
も
か
な
り
の

参
加
者
が
あ
り
、
関
心
の
高
さ
を
思
い

ま
し
た
。
最
高
齢
は
雄
物
川
町
の
八
十

一
歳
の
泉
さ
ん
と
い
う
女
性
で
し
た
。

役
場
か
ら
祝
沢
会
館
ま
で
歩
き
、
休

憩
を
し
て
二
井
山
の
終
点
ま
で
歩
く
と

い
う
も
の
で
し
た
。
昼
食
時
は
雄
物
川

町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
出

迎
え
の
佐
々
木
雄
物
川
町
長
さ
ん
と
も

一
緒
に
な
り
、
往
時
の
話
な
ど
を
お
聞

き
し
た
こ
と
で
し
た
。
帰
り
に
は
ま
た

来
年
も
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
と
東
由
利

町
の
参
加
者
と
も
ど
も
泉
さ
ん
に
ご
あ

い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

二
十
四
日
は
恒
例
に
な
っ
た
東
光
苑

と
永
慶
保
育
園
の
合
同
夏
祭
り
が
あ

り
ま
し
た
。
東
光
苑
は
、
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
の
増
築
工
事
中
で
会
場
の
狭

さ
を
心
配
し
ま
し
た
が
、
久
し
ぶ
り

の
好
天
に
も
恵
ま
れ
て
良
い
お
祭
り

が
で
き
ま
し
た
。
園
児
の
皆
さ
ん
の

熱
演
に
拍
手
で
し
た
。
屋
台
な
ど
で

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
も

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

二
十
五
日
は
消
防
訓
練
大
会
が
あ
り

ま
し
た
。
三
十
三
度
を
超
え
る
照
り
返

し
も
あ
る
な
か
で
の
訓
練
競
技
、
本
当

に
ご
苦
労
様
で
し
た
。「
自
分
た
ち
の

地
域
は
自
分
た
ち
で
」
と
い
う
心
構
え

で
合
併
後
も
お
願
い
し
た
い
と
申
し
上

げ
た
こ
と
で
す
。

八
月
で
す
。
昨
年
は
冷
夏
と
長
雨
で

心
配
し
ま
し
た
。
今
年
は
良
い
暑
さ
の

お
盆
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

町
功
労
者

阿
部
寅
靜
氏
ご
逝
去

児
童
福
祉
の
向
上

教
育
振
興
な
ど
に
貢
献

お

知

ら

せ

野
鳥
の
家
の
ト
イ
レ
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
し
ま
し

た
。

ト
イ
レ
や
洗
面
所
は
ご
自
由
に
ご
利
用
下
さ
い
。

な
お
、
研
修
ホ
ー
ル
の
貸
切
利
用
や
二
階
の
休
憩

室
を
ご
利
用
に
な
る
場
合
は
、有
料
と
な
り
ま
す
。

事
前
に
ご
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

八
塩
い
こ
い
の
森
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス

�
69
ー
２
３
３
２
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合
併
後
の
地
域
づ
く
り
の

基
本
と
な
る
「
新
市
ま
ち
づ
く

り
計
画
」
が
七
月
十
二
日
、
秋

田
県
知
事
か
ら
承
認
さ
れ
ま
し

た
。八

月
二
日
の
合
併
協
議
会

で
、
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
と

合
併
協
定
書
（
案
）
の
同
意
が

得
ら
れ
れ
ば
、八
月
中
の
調
印
、

各
市
町
議
会
、
県
へ
の
合
併
申

請
書
の
提
出
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、「
由
利
本
荘
市
」
誕
生
に

向
け
て
、
最
終
段
階
に
入
っ
て

き
た
と
言
え
ま
す
。

「
合
併
す
れ
ば
ど
う
な
る

の
か
」
と
の
問
い
合
わ
せ
に
答

え
る
べ
く
、
住
民
生
活
に
身
近

な
事
項
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み

ま
し
た
。

合
併
協
議
会
等
で
は
「
新

市
に
お
い
て
調
整
す
る
」
や

「
合
併
時
ま
で
調
整
す
る
」
な

ど
の
確
認
項
目
が
多
く
、
具
体

的
な
内
容
は
今
後
協
議
さ
れ
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

本荘由利一市七町合併協議会確認事項（抜粋）
①一般的事項
・合併の方式 新設（対等）合併
・合併の期日 平成17年３月22日
・新市の名称 「由利本荘市」
・新市の事務所の位置

新市の本庁舎は本荘市に置き、当分の間、新庁舎の建設は行わな
い。一市七町の現庁舎を総合支所とする。

・財産及び債務 ①各市町の所有する財産及び債務は、全て新市に引き継ぐ。
②普通財産のうち立木の処分があった場合は、それぞれの地域に
配慮する。

・議会議員の定数及び任期
①議会議員は、平成17年10月31日まで引き続き新市の議会議員と
して在任する。
②新市の議員定数は、30人とする。

・字の区域及び名称
①字の区域は、現行のとおりとする。
②本荘市、由利町及び大内町は、現行の字の前に現市町名を付さ
ない。
③矢島町、西目町及び鳥海町は、現行の大字の前にそれぞれ「矢
島町」、「西目町」、「鳥海町」の名称を付する。
④岩城町及び東由利町は、現行の大字の前にそれぞれ「岩城」「東
由利」の名称を付する。
なお、地域自治区が設置される場合には、一市七町とも現行の大
字の前に現市町名を付さないものとする。

・地域審議会及び地域自治区
合併特例法に基づく地域審議会 、または地方自治法及び合併特
例法に基づく地域自治区の設置について合併時まで検討する。

・農業委員会委員の定数及び任期
新市に１つの農業委員会を置き、一市七町の農業委員会の選挙に
よる委員であった者のうち80人は、平成17年７月31日まで引き続き
選挙による委員として在任する。
新市の農業委員会の選挙については、選挙による委員の定数を30
人とし、現在の各市町に選挙区を設ける。各選挙区の選挙すべき委
員の定数は、調整する。

・事務組織及び機構
新市の事務組織及び機構は、住民サービスが低下しないよう十分
に配慮し、次の事項を基本として整備する。
また、新市では、常にその組織及び運営の見直し、効率化に努め、
規模等の適正化を図る。
〈新市の事務組織及び機構の整備方針〉
①住民にわかりやすく、利用しやすい組織・機構
②住民の声を適正に反映できる組織・機構
③地方分権社会における行政課題に的確に対応できる組織・機構
④地域コミュニティの推進について、支援できる組織・機構
⑤簡素で効率的な組織・機構

本
荘
由
利
１
市
７
町

平
成
17
年
３
月
22
日
由
利
本
荘
市
誕
生
に
向
け
て
、

合
併
後
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

由
利
本
荘
市
誕
生
後
は
こ
う
な
り
ま
す

由
利
本
荘
市
誕
生
後
は
こ
う
な
り
ま
す

合
併
協
議
・

最
終
段
階
へ
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②税金関係

項　　　目 合併前（東由利の場合） 合併後（新市）

3,000円
200万円まで３％
700万円まで８％
700万円超　10％
４期（6.8.10.1月）
標準税率

300万円
175万円
41万円
40万円
16万円
15万円
13万円
12万円
5万円

標準税率 12.3％
申告納付

標準税率 1.4％
４期（5.7.10.12月）
標準税率
原動機付自転車
２輪50㏄以下1,000円

90㏄以下1,200円
125㏄以下1,600円

３輪20㏄超 2,500円
軽自動車
２輪　 2,400円
３輪　 3,100円
４輪以上
乗用 営業用 5,500円

自家用 7,200円
貨物 営業用 3,000円

自家用 4,000円
専ら雪上を走行する
もの　　　　2,400円
小型特殊自動車
農耕作業用1,600円
その他　　4,700円

２輪の小型自動車4,000円
４月

6.20％
30.50％
22,000円
30,000円
530,000円

0.80％
7,000円
80,000円

７期（7.8.9.10.11.12.1月）

個人住民税（県民税を除く）
均等割
所得割

納　　　期
法人住民税　均等割

１号法人
２号法人
３号法人
４号法人
５号法人
６号法人
７号法人
８号法人
９号法人
法人税割

納　　　期
固定資産税　税率
納　　　期

軽自動車税　税率

納　　　期
国民健康保険税
税率（医療費分）
所得割
資産割
均等割
平等割
限度額
税率（介護分）
所得割
均等割
限度割
納　　　期

同じ
同じ
同じ
同じ
同じ
同じ
同じ
同じ
同じ
同じ
同じ
同じ
同じ
同じ
同じ
同じ
同じ
同じ

４期（5.7.12.2月）

同じ
同じ
同じ
同じ

同じ
同じ

同じ
同じ
同じ
同じ

同じ

同じ
同じ

５月
税率については、本
荘市の区域を１区
域、７町の区域を１
区域とする２つの区
域による不均一課税
とし、急激な負担増
加とならないよう配
慮する。ただし、不
均一課税の期間は、
合併後５年以内とす
る。
８期（7.8.9.10.11.12.1.2月）

③使用料、手数料等

項　　　目 合併前（東由利の場合） 合併後（新市）

200円
200円
200円
無料
200円
200円
200円
無料
無料

1,300円
200円

１通　　 450円

１件　　 350円
１通　　 750円

１通　　 450円

１通　　 350円
１通　 1,400円
１通　　 200円
１通　　 200円
１通　　 200円
5人まで1通 200円
6人以上1通 400円
１件　　 200円
１通　　 200円
１件　　 200円
１件　　 500円
１通　　 200円
１通　　 200円
１件　　 500円

１枚　　 200円

１件　　 200円
就学前の乳幼児医
療費の自己負担分
について、県と町
が負担し、無料

0円
5,000円
12,000円
20,000円
30,000円
40,000円
48,000円

税関係証明手数料
・所得証明
・課税（非課税）証明
・納税証明
・軽自動車税納税証明書
・固定資産証明
・固定資産評価証明
・資産証明
・土地価格通知書
・家屋価格通知書
・住宅用家屋証明書
・記載事項証明
戸籍・住民基本台帳関係
諸証明手数料
・戸籍謄抄本（全部・一
部・個人事項証明）
・戸籍記載事項証明
・除籍謄抄本（全部・一
部・個人事項証明）
・戸籍届出書記載
事項証明
・戸籍受理証明
・同上上質紙
・戸籍附票の写し
・身分証明
・住民票（1人のもの）
・住民票（世帯全
員のもの）
・住民票閲覧
・住民票記載事項証明
・印鑑登録証交付
・印鑑登録証再交付
・印鑑登録証明書
・登録原票記載事項証明
・住民基本台帳カード
手数料
・公簿の謄本又は
抄本の交付
・公簿の閲覧
乳幼児医療費

保育料
【３歳未満児】
第１階層
第２階層
第３階層
第４階層
第５階層
第６階層
第７階層

同じ
同じ
同じ
同じ
同じ
同じ
同じ
同じ
同じ
同じ
同じ

同じ

同じ
同じ

同じ

同じ
同じ
同じ
同じ
同じ

１通　　 200円

同じ
同じ

１件　　 300円
１件　 1,000円

同じ
同じ
同じ

住民負担に配慮
し、負担の公平の
原則により合併時
に統一する
同じ（就学前医療
費は完全無料に）

0円
4,000円
7,000円
11,000円
16,000円
22,000円
30,000円

（8ページに続く）
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0円
3,000円
10,000円
16,000円
25,000円
32,000円
35,000円

【水道使用料】
・基本料金（10�まで）
家庭用 2,000円
団体用 2,500円
営業用 2,500円
・超過料金（1�当り）
家庭用 200円
団体用 250円
営業用 250円
・臨時用300円／�
【量水器使用料】
口径13㎜　80円
20㎜ 150円
25㎜ 160円
30㎜ 250円
40㎜ 290円
50㎜1,400円

・加入者分担金 80,000円
【下水道使用料】
・基本料金（10�まで）

1,800円
・超過料金（1�当り）

180円
【加入者分担金】

なし
・対象者 30歳以上
・自己負担額 1,500円

・対象者　30歳以
上又は50歳以上
・自己負担額
300円～1,000円

【３歳以上児】
第１階層
第２階層
第３階層
第４階層
第５階層
第６階層
第７階層
簡易水道の使用料
及び加入者分担金

農業集落排水事業
使用料及び加入者
分担金

基本健康診査

各種ガン検診

0円
3,000円
6,000円
10,000円
14,000円
20,000円
26,000円

現行のとおり新市
に引継ぎ、合併後
３年を目途に統一
する方向で調整す
る

現行のとおり新市
に引継ぎ、合併後
３年を目途に統一
する方向で調整す
る

合併時に廃止
使用料及び加入者
分担金について
は、現行のとおり
新市に引継ぎ、平
成23年度を目途に
統一するよう調整
する
対象者及び自己負
担金について合併
時に統一するよう
調整を図り、現行
の実施場所を基本
として実施する
対象者及び自己負
担金については合
併時に統一するよ
う調整を図る。実
施場所については
現行を基本として
実施する

・一般家庭 2,030円
・店舗併用住宅2,750円
・旅館飲食業 5,700円
・事務所 3,870円
・事業所
・従業員50人まで

5,500円
・従業員100人まで

6,210円
・従業員100人以上

6,720円
【町民】
15歳以上 4,500円
６歳以上15歳未満

3,000円
６歳未満 1,500円
胎盤　 1,000円
【町民以外】
15歳以上 15,000円
15歳未満 12,000円

登録料金 3,000円
注射済票交付 550円
鑑札再交付 1,600円
注射済票再交付 340円

有鄰館・朋楽荘・
八塩館・住吉館・
玉米会館・老方
館・大蔵館・克雪
管理センター・高
瀬館・袖山館
町民体育館・野球
場・げんき館・テ
ニスコート・町民
プール・大平スキ
ー場
八塩いこいの森施
設

清掃手数料（年額）

火葬手数料

狂犬病予防注射等
（１頭当り）

公営住宅家賃

多目的研修集会施
設等使用料

スポーツ施設等使
用料

観光レクレーショ
ン施設使用料

現行の清掃手数料
は廃止し、新市に
おいて新たな導入
を図る

粗大ゴミ収集は、
業者委託による個
別収集を基本とし
て新市において新
たな制度の導入を
図る
【市民】

無料

【市民以外】
10歳以上 25,000円
10歳未満 20,000円
死産児 15,000円
人体の一部 15,000円
住民負担に配慮
し、負担の公平の
原則により合併時
に統一する
現行のとおり新市
に引き継ぐ
原則として現行の
とおりとし、同一
又は類似する施設
の使用料は新市に
おいて調整を図る

原則として現行の
とおりとし、同一
又は類似する施設
の使用料は新市に
おいて調整を図る
原則として現行の
とおりとし、同一
又は類似する施設
の使用料は新市に
おいて調整を図る

「
第
七
回
秋
田
し
ん
せ
い
農
業
共

同
組
合
畜
産
共
進
会
」
が
七
月
二
十

四
日
、
本
荘
市
の
広
域
由
利
家
畜
市

場
で
行
わ
れ
、
本
町
は
総
合
、
和
牛

の
部
そ
れ
ぞ
れ
で
三
位
の
成
績
を
収

め
ま
し
た
。

本
町
か
ら
は
、
町
畜
産
共
進
会
で

上
位
入
賞
し
た
牛
十
九
頭
（
黒
毛
和

種
十
四
頭
、
乳
用
牛
五
頭
）
を
出

陳
。本

町
の
優
等
賞
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
出
陳
者
敬
称
略
）

【
優
等
賞
】

◇
若
牛
２
区

さ
と
ひ
め
１
（
大
場
明
・
久
保
）

◇
若
牛
３
区

ゆ
き
ひ
め
（
高
橋
一
男
・
須
郷
）

◇
成
雌
牛
区

ひ
ら
さ
か
え
（
佐
藤
隆
一
・
葎
沢
）

◇
成
雌
牛
群
区

く
に
え
い
４
、
か
つ
こ
、
き
く
ゆ
き
、

み
き
は
な
（
舘
合
和
牛
組
合
）

◇
母
系
３
代
群
区

ゆ
き
ふ
じ
、
き
た
ふ
じ
、
み
や
ふ
じ

（
高
舘
和
牛
組
合
）



昨
年
、
町
商
工
会
が
発
行
し
た

「
東
由
利
町
共
通
商
品
券
」
が
今
年

も
八
月
一
日
か
ら
販
売
さ
れ
ま
す
。

額
面
は
一
枚
五
百
円
、
十
一
枚
綴
り

一
セ
ッ
ト
を
五
千
円
で
販
売
。
プ
レ

ミ
ア
ム
と
し
て
一
枚
が
上
乗
せ
さ
れ

て
い
る
の
で
、
五
千
五
百
円
分
の
買

い
物
が
で
き
ま
す
。

販
売
期
間
は
来
年
一
月
三
十
一

日
ま
で
で
す
が
、
発
行
数
の
二
千
セ

ッ
ト
が
売
り
切
れ
次
第
に
終
了
し
ま

す
。
使
用
期
限
は
八
月
一
日
か
ら
来

年
一
月
三
十
一
日
ま
で
の
六
カ
月
間

で
す
。

こ
の
商
品
券
は
、
あ
ら
か
じ
め

登
録
さ
れ
た
町
内
の
五
十
四
事
業
所

で
使
用
可
能
で
、
使
用
で
き
る
店
の

店
頭
に
は
目
印
の
黄
色
い
ス
テ
ッ
カ

ー
が
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
一
割
お
得

な
「
東
由
利
町
共
通
商
品
券
」
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

�

商
品
券
販
売
窓
口
（
商
工
会
）

の
営
業
時
間
と
購
入
方
法
は
？

�

営
業
時
間
は
月
〜
金
曜
日

（
祝
祭
日
を
除
く
）
の
午
前
八
時
三

十
分
か
ら
午
後
五
時
十
五
分
。
窓
口

に
あ
る
購
入
申
込
書
に
名
前
、
電
話

番
号
、
購
入
セ
ッ
ト
数
を
記
入
し
、

現
金
と
引
き
替
え
に
商
品
券
を
発
行

し
ま
す
。

ま
た
、
取
扱
事
業
所
で
も
商
品

券
の
取
次
を
し
ま
す
の
で
、
必
要
な

方
は
取
扱
事
業
所
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

�

買
い
物
以
外
の
利
用
法
は
？

�

慶
弔
封
筒
（
二
十
円
）
や
化

粧
箱
（
七
十
円
）
も
用
意
し
て
い
る

の
で
、
冠
婚
葬
祭
の
お
礼
や
お
返
し

な
ど
に
も
使
え
ま
す
。
ま
た
、
自
動

車
の
車
検
や
水
道
工
事
、
家
の
修
理

な
ど
に
も
使
え
ま
す
。

�

商
品
券
で
買
え
な
い
も
の
は
？

�

切
手
、
は
が
き
、
印
紙
、
証

紙
、
宝
く
じ
、
ギ
フ
ト
券
、
図
書
券
、

ビ
ー
ル
券
、テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
な
ど
。

病
院
の
処
方
箋
に
よ
る
薬
な
ど
、
保

険
が
適
用
さ
れ
る
も
の
も
利
用
で
き

ま
せ
ん
。
そ
の
ほ
か
、
取
扱
事
業
所

に
よ
っ
て
は
一
部
取
扱
い
で
き
な
い

商
品
も
あ
り
ま
す
。

�

い
く
ら
で
も
商
品
券
を
買
っ

て
使
え
る
の
？

�

購
入
限
度
は
一
人
一
回
に
つ

き
二
十
セ
ッ
ト
十
万
円
（
十
一
万
円

分
）
ま
で
、
使
用
限
度
は
一
つ
の
商

品
に
つ
き
十
万
円
ま
で
で
す
。

�

商
品
券
で
支
払
っ
た
と
き
お

つ
り
は
出
る
？

�

お
支
払
い
の
際
に
は
お
つ
り

が
出
ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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１
割
お
得
な
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券�

本
荘
市
由
利
七
町
商
工
会
東
由
利
支
所�

東由利町共通商品券取扱事業所
宿地区

畑愛商店
畑作商店
石綿商店
大日向デンキ
旅館　若林の湯

蔵地区
㈱大沼組
㈲阿部建築
宮城薬店
スズキデンキ
伊東雑貨店
畠山商店
コンビニ＆リカーさいとう
シャディサラダ館東由利店
理容あべ
㈲三立自動車整備工場
末廣屋旅館
ビューティサロンシオン
㈲由利百貨店

法内地区
小松建具
小松商店

老方地区
㈲村上建設
佐藤電気工事
さとう畳店
やましち商店
パブレストランブツ
ローソン東由利老方店
フレッシュマートながぬま
大衆割烹鮨処とと
東交通㈱
㈲東幸自動車
ショップ東幸
畠山クリーニング店
㈲ジムワン
㈲いりと
㈲タカケン
ロクジョウ
コマツ薬店
ファーストフードおやつの駅
Ａコープひがしゆり店
黄桜温泉湯楽里
黄桜温泉やしお
㈱ＪＡ秋田しんせいサービス

東由利町給油センター
畠山モータース

舘合地区
㈱佐藤組
長谷山施設
㈲ウッディライフ小番
高清水商店
小松時計店
佐藤商店
遠藤商店

田代・黒渕地区
㈲長谷山建設
佐藤工務店
横山商店
丸豊商店

問
い
合
わ
せ
　
本
荘
市
由
利
七
町
商

工
会
東
由
利
支
所
　
�
�
２
３
０
５



昭
和
三
十
年
に
玉
米
村
と
下
郷

村
が
合
併
し
て
、
東
由
利
村
消
防
団

が
新
た
に
編
成
さ
れ
た
と
き
、
分
団

数
は
十
四
を
数
え
、
団
員
数
は
三
百

四
十
九
人
で
し
た
。
そ
の
後
、
数
回

に
わ
た
る
機
構
改
革
が
行
わ
れ
、
昭

和
五
十
五
年
の
分
団
数
は
五
つ
、
団

員
数
は
百
七
十
八
人
で
し
た
。
そ
し

て
、
近
年
は
団
員
数
が
百
四
十
人
前

後
で
推
移
。
現
在
の
分
団
数
は
変
わ

ら
ず
五
つ
、百
三
十
四
人
の
団
員
が
、

地
域
の
消
防
・
防
災
活
動
に
携
わ
っ

て
い
ま
す
。

経
済
の
高
度
成
長
期
以
降
に
起

こ
っ
た
過
疎
化
の
進
行
や
就
業
構
造

の
大
き
な
変
化
に
伴
い
、
本
町
の
よ

う
な
過
疎
地
域
に
お
い
て
は
、
新
た

に
団
員
と
し
て
参
加
す
る
若
年
層
が

年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
団
員
の
年

齢
構
成
は
、
三
十
歳
未
満
の
割
合
が

減
少
し
、
四
十
代
、
五
十
代
以
上
の

割
合
が
増
加
す
る
な
ど
高
齢
化
が
進

行
。
ま
た
、
団
員
の
就
業
構
成
に
つ

い
て
は
、
か
つ
て
は
農
業
な
ど
の
自

営
業
者
が
中
心
を
占
め
て
い
ま
し
た

が
、
会
社
に
勤
め
る
人
が
増
え
、
被

雇
用
者
で
あ
る
団
員
の
割
合
が
増
加

し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
若
年
団
員
の
減
少

と
団
員
の
就
業
構
成
の
変
化
が
消
防

団
の
運
営
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性

も
あ
る
た
め
、
い
か
に
適
正
な
規
模

の
消
防
団
を
確
保
し
て
い
く
か
が
、

今
後
の
課
題
に
な
り
ま
す
。

写
真
を
見
て
も
分
か
る
と
お
り
、

団
員
の
消
防
服
や
消
防
ポ
ン
プ
な
ど

も
五
十
年
の
間
に
大
き
く
様
変
わ
り

し
ま
し
た
。

昭
和
六
十
二
年
の
町
消
防
訓
練

大
会
で
団
員
の
消
防
服
が
一
新
さ
れ

る
ま
で
、
団
員
が
身
に
付
け
て
い
た

の
は
半
て
ん
と
地
下
た
び
で
し
た
。

当
時
は
「
着
な
れ
な
い
の
で
窮
屈
。

地
下
た
び
に
比
べ
て
靴
は
歩
き
に
く
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団
員
数
は

140
人
前
後
で
推
移

④ 消防団

自分たちの地域は
自分たちで守る

本
町
に
は
、
消
防
団
の
他
に
も
常
備
消
防
機
関
と
し
て
本

荘
地
区
組
合
消
防
署
東
由
利
分
署
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
特
に
地
域
に
根
ざ
し
た
消
防
・
防
災
活
動
を
行
う
に
は
、

消
防
団
の
は
た
ら
き
が
不
可
欠
。「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自

分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
郷
土
愛
護
の
精
神
の
も
と
に
活
動

す
る
消
防
団
は
、
地
域
の
安
全
確
保
の
た
め
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

年
齢
構
成
・

就
業
構
成
の
変
化

▲かつて団員たちが身に付けていた半てんと地下たび（昭和58年）

消
防
服
・

消
防
ポ
ン
プ
の
更
新

▲消防服を一新（昭和62年）



い
」
な
ど
の
感
想
も
聞
か
れ
た
よ
う

で
す
が
、
近
代
的
な
消
防
服
は
一
段

と
競
技
を
機
敏
に
見
せ
ま
し
た
。

合
併
時
の
消
防
設
備
は
、
可
搬

式
動
力
ポ
ン
プ
が
二
十
五
台
、
自
動

車
ポ
ン
プ
が
一
台
の
み
で
し
た
。
当

時
の
第
四
分
団
（
老
方
）
だ
け
に
置

か
れ
て
い
た
自
動
車
ポ
ン
プ
は
、
昭

和
五
十
年
代
前
半
か
ら
増
設
さ
れ
、

蔵
、
大
琴
、
舘
合
に
も
配
置
。
ま
た
、

そ
れ
と
同
時
に
四
人
一
組
で
持
ち
運

ぶ
小
型
動
力
ポ
ン
プ
と
積
載
車
が
各

分
団
に
配
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

昭
和
三
十
二
年
、
当
時
は
県
下

で
も
例
の
少
な
か
っ
た
婦
人
消
防
隊

が
、
大
琴
自
治
会
で
組
織
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
婦
人
消
防
隊
は
、
昭
和
二

十
九
年
の
大
琴
大
火
の
教
訓
を
生
か

す
た
め
の
も
の
。
消
防
団
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
火
災
の
未
然
防
止
に

努
め
ま
し
た
。

そ
の
後
、
消
防
団
が
他
に
出
動

し
た
場
合
、
あ
る
い
は
農
繁
期
中
の

男
子
不
在
な
ど
に
備
え
る
た
め
、
町

内
各
地
で
婦
人
消
防
隊
が
結
成
さ

れ
、
町
の
消
防
訓
練
大
会
に
お
い
て

も
、
消
防
団
に
劣
ら
な
い
き
び
き
び

し
た
動
作
を
披
露
。
昭
和
六
十
年
に

は
、
大
琴
婦
人
消
防
隊
が
全
県
消
防

訓
練
大
会
で
優
勝
、
全
国
大
会
で
準

優
勝
す
る
と
い
う
輝
か
し
い
成
績
を

残
し
ま
し
た
。

私
が
隊
長
を
務
め
て
い
た
こ
ろ

は
、
ま
だ
出
稼
ぎ
に
行
く
男
の
人
が

多
く
、
婦
人
消
防
隊
は
留
守
中
の
災

害
か
ら
家
を
守
る
大
切
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

大
琴
は
大
火
を
経
験
し
て
い
る

の
で
、「
か
あ
さ
ん
た
ち
が
守

ら
な
け
れ
ば
」
と
い
う
防
火
意

識
が
主
婦
の
間
で
も
強
か
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

全
国
婦
人
消
防
大
会
に
出
場

で
き
た
の
は
、
消
防
団
や
消
防

署
の
職
員
、
家
族
の
協
力
だ
け

で
な
く
、
地
域
の
先
輩
た
ち
が

残
し
て
く
れ
た
伝
統
の
お
か

げ
。
地
域
に
残
る
取
り
組
み
を
引
き

継
い
だ
結
果
で
す
。

今
で
も
当
時
の
訓
練
で
身
に
付

け
た
消
防
の
知
識
や
技
術
は
忘
れ
て

い
ま
せ
ん
。
婦
人
消
防
に
参
加
す
る

人
は
減
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
当

番
制
で
行
っ
て
い
る
日
の
用
心
回
り

や
消
火
栓
の
雪
寄
せ
な
ど
は
、
こ
れ

か
ら
も
良
い
伝
統
と
し
て
残
っ
て
い

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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私
が
消
防
団
に
入
団
し
た
の
は
昭

和
四
十
一
年
、二
十
歳
の
と
き
で
す
。

当
時
は
、
ほ
と
ん
ど
の
団
員
が
農
業

を
営
ん
で
お
り
、
練
習
の
時
間
ま
で

に
仕
事
を
切
り
上
げ
て
訓
練
に
励
ん

で
い
ま
し
た
。
練
習
が
終
わ
っ
た
後

は
、
み
ん
な
で
お
酒
を
酌
み
交
わ
す

こ
と
も
あ
り
、
練
習
に
行
く
の
も
楽

し
み
の
一
つ
。
地
域
の
先
輩
た
ち
か

ら
消
防
以
外
の
こ
と
を
学
べ
る
貴
重

な
機
会
で
し
た
。

し
か
し
、
消
防
団
を
取
り
巻
く
環

境
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
最
近

は
、
会
社
勤
め
を
す
る
人
が
増
え
、

自
分
の
都
合
で
時
間
を
作
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
い
う
理
由
で
入
団
す
る

若
者
が
減
少
。
そ
れ
と
同
じ
理
由
で

練
習
に
参
加
で
き
な
い
団
員
も
増
え

ま
し
た
。
ま
た
、
若
い
人
た
ち
の
間

で
は
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た

ち
で
守
る
」
と
い
う
意
識
が
薄
れ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

や
は
り
一
番
の
課
題
は
、
後
継
者

の
確
保
と
育
成
で
す
。
有
事
の
際
に

町
を
守
る
の
は
消
防
団
で
す
が
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
活
動
す
る
た
め
に

は
、
正
確
な
消
防
の
知
識
と
技
術
が

不
可
欠
。
若
い
世
代
は
も
ち
ろ
ん
、

そ
の
親
の
世
代
に
も
再
度
消
防
団
の

必
要
性
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
団
員

の
確
保
と
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
本
荘
由
利
一
市
七
町
の
合

併
協
議
が
進
み
、
消
防
団
も
大
き
な

変
化
の
時
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
地
域
の
安
全
を
守
る

と
い
う
任
務
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
団

員
た
ち
の
迷
い
を
無
く
す
た
め
に

も
、
新
し
い
組
織
が
軌
道
に
乗
る
ま

で
は
私
た
ち
が
し
っ
か
り
リ
ー
ド
し

て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。消

防
団
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

よ
う
な
も
の
で
す
が
、
と
も
に
健
康

に
気
を
つ
け
、
し
っ
か
り
訓
練
の
基

礎
を
積
み
、
み
ん
な
で
地
域
を
守
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲ポンプ車操法の様子（昭和60年） ▲可搬式動力ポンプ（昭和45年）

防
火
に
一
役

婦
人
消
防
隊

「消防団の
大切さを
若い世代にも」

町消防団団長
畠　山　　　勉さん

元大琴婦人消防隊隊長
畑山美喜子さん

「
火
の
用
心
は
地
域
の
伝
統
」

▲全国婦人消防操法訓練大会に向けて練習
に励む大琴婦人消防隊（昭和60年）
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ナ
イ
タ
ー
野
球
大
会

▲優勝したポパイスポーツクラブ

第
十
三
回
東
由
利
町
ナ
イ
タ
ー
野
球
大
会

が
、
六
月
七
日
か
ら
七
月
三
日
に
か
け
て
町

野
球
場
で
行
わ
れ
、
十
三
チ
ー
ム
が
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

決
勝
戦
は
ポ
パ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
秋

田
ル
ビ
コ
ン
の
戦
い
と
な
り
、
ポ
パ
イ
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
十
対
一
で
秋
田
ル
ビ
コ
ン
を

破
り
、
見
事
三
年
連
続
の
優
勝
を
飾
り
ま
し

た
。最

高
殊
勲
選
手
賞
に
は
畠
山
繁
光
さ
ん

（
ポ
パ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
）、
優
秀
選
手
賞

に
は
柳
橋
歩
さ
ん
（
秋
田
ル
ビ
コ
ン
）
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

第
１
回
黄
桜
カ
ッ
プ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

「
あ
じ
さ
い
」「
も
み
じ
」
の
二
コ
ー
ス
で
営

業
を
開
始
。
さ
ら
に
昨
年
度
、「
き
ざ
く
ら
」

「
や
ま
ぶ
き
」
の
二
コ
ー
ス
が
増
設
さ
れ
、

今
年
六
月
に
四
コ
ー
ス
三
十
六
ホ
ー
ル
と
な

っ
た
ば
か
り
で
す
。
こ
の
大
会
は
、
新
設
さ

れ
た
二
コ
ー
ス
の
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
加
わ
り
、

難
易
度
の
増
し
た
コ
ー
ス
で
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

◇
男
子
の
部

第
一
位
・
佐
藤
　
重
夫
（
本
荘
市
）

第
二
位
・
佐
々
木
富
雄
（
本
荘
市
）

第
三
位
・
長
谷
山
　
光
（
東
由
利
町
）

◇
女
子
の
部

第
一
位
・
山
本
　
コ
ウ
（
湯
沢
市
）

第
二
位
・
柴
田
　
良
子
（
湯
沢
市
）

第
三
位
・
山
本
　
和
子
（
岩
城
町
）

▲熱戦を繰り広げる参加者

「
第
一
回
黄
桜
カ
ッ
プ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大

会
」
が
七
月
四
日
、
八
塩
い
こ
い
の
森
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
で
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
集

ま
っ
た
百
七
十
六
人
の
参
加
者
が
日
ご
ろ
の

練
習
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

同
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は
、
平
成
十
三
年
に

７月14日に開催され
た、町ゴルフ協会（小
野義雄会長）による町
民ゴルフ大会の結果を
お知らせします。

（敬称略）
◇優　勝
長谷山一雄（舘合新田）
◇準優勝
石綿喜代隆（大琴）
◇三　位
佐藤　　勝（五海保）
◇ベストグロス
長沼　利文（新町）

第46回社会人野球大会が８月15日、16日の
両日、町民グランドと東由利町野球場で行わ
れます。町民の皆さんの応援をお願いします。
試合の日程と組み合わせは次のとおり。

高
瀬�

袖
山
オ
リ
オ
ー
ル
ズ�

メ
ル
ヘ
ン�

パ
ワ
ー
ズ�

秋
田
ル
ビ
コ
ン�

シ
リ
ュ
ウ
ス�

法
内
フ
ラ
ワ
ー
ズ�

野
球
狂�

ジ
パ
ン
グ�

ポ
パ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ�

玉
新
ラ
イ
ン
ズ�

宿�役
場
タ
キ
オ
ン�

蔵
パ
イ
レ
ー
ツ�

8:00 9:30 8:00 9:3011:00 11:00

12:30 14:00 12:30 14:00

9:00 11:00

（野球場）� （町民グランド）�

準決勝第2試合終了1時間後�
（野球場）�

第46回東由利町社会人野球大会組み合わせ�

15日�

16日�
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郵
政
互
助
会
か
ら
東
光
苑
へ

▲寄贈された車イスに試乗する入所者

東
光
苑
・
永
慶
保
育
園
合
同
夏
祭
り

▲園児たちによるスタンツ

「
東
光
苑
・
永
慶
保
育
園
合
同
夏
祭
り
」

が
七
月
二
十
四
日
、
東
光
苑
広
場
で
行
わ
れ
、

入
所
者
と
園
児
、
地
域
住
民
ら
が
ま
つ
り
を

通
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

ま
つ
り
は
、
園
児
と
入
所
者
に
よ
る
「
ご

ろ
り
ん
音
頭
」
で
幕
を
開
け
、
そ
の
後
次
々

と
披
露
さ
れ
た
園
児
た
ち
の
ス
タ
ン
ツ
や
民

謡
シ
ョ
ー
が
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

会
場
を
訪
れ
た
人
々
は
、
ま
つ
り
の
最
後

を
飾
る
花
火
ま
で
夏
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
み

ま
し
た
。

東
北
一
円
の
郵
便
局
員
で
組
織
す
る
郵
政

互
助
会
東
北
地
方
本
部
（
山
崎
泰
正
本
部
長
）

よ
り
東
光
苑
に
車
イ
ス
が
寄
贈
さ
れ
、
贈
呈

式
が
七
月
十
四
日
、
東
光
苑
で
行
わ
れ
ま
し

た
。式

に
出
席
し
た
山
崎
本
部
長
は
「
乗
り
心

地
も
良
い
と
思
う
。
末
永
く
愛
用
し
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
入
所
者
の
代

表
が
車
イ
ス
の
試
乗
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
車
イ
ス
の
寄
贈
は
、
郵
便
局
が
日
ご

ろ
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
地
域
に
対
し
て
、

何
か
役
に
立
つ
こ
と
を
し
よ
う
と
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。
こ
の
た
び
は
、
東
北
で
四

十
五
施
設
、
県
内
で
は
東
光
苑
を
含
む
六
施

設
に
車
イ
ス
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

第
６
回
さ
き
が
け
杯
学
童
親
善
野
球
大
会

▲二連覇を果たした高瀬スポーツ少年団

「
第
六
回
さ
き
が
け
杯
学
童
親
善
野
球
大

会
」
が
七
月
十
八
日
、
十
九
日
の
両
日
、
鳥

海
球
場
で
行
わ
れ
、
高
瀬
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
が
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

一
回
戦
は
、
由
利
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
十

九
対
四
の
五
回
コ
ー
ル
ド
で
破
り
、
続
く
二

回
戦
も
十
一
対
六
で
上
川
大
内
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
に
快
勝
。

川
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
対
戦
し
た
決
勝

戦
で
も
、
十
八
対
八
と
圧
倒
的
な
強
さ
で
勝

ち
、
二
年
連
続
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

大
沼
武
且
社
長
（
大
沼
組
・
蔵
新
田
）

▲国土交通大臣表彰を受章した
大沼武且社長

大
沼
武
且
社
長
が
、
国
土
交
通
大
臣
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
表
彰
は
、
建
設
事

業
の
振
興
の
ほ
か
、
公
共
の
福
祉
の
向
上
に

貢
献
し
た
大
沼
社
長
の
取
り
組
み
が
高
く
評

価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

8月は道路ふれあい月間です

みんなの道路を美
しく安全に使いま
しょう。
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国民年金の保険料は毎月納めることに

なっていますが、離職などにより納付が

困難なときは、「保険料の免除制度」を

ご利用ください。免除の申請には「全

額・半額」の２種類があり、認められる

と全額、または半額が免除されます。

（半額免除は、半額分の保険料を納付し

ないと未納になりますので、忘れずに納

付しましょう。）

※１年分の免除申請を希望される方は、

８月末までに申請が必要です。また、昨

年申請されている方も再度申請が必要に

なりますのでご注意ください。

問い合わせ 町民福祉課年金担当 �69－2117

年金だより

前年の収入が少なく
納付が困難な場合は
保険料の免除申請を！

疲れは睡眠不足や長時間労働、人間関係などのスト
レスが心身の負担となったために起こる症状です。痛
みや発熱と同様、「体に異常があるので対策をとりな
さい」という心身の警報なのです。十分な睡眠や休養、
栄養をとり、趣味等で気分転換を図るなどして、慢性
的な疲労を避けましょう。
しかし、最近は簡単に解消できない長期の疲労に悩

まされている人が増えています。疲れていると仕事や
家事、勉強などの能率が低下するだけでなく、さまざ
まな病気にもつながります。疲労の予防、回復法を身
につけることは、多忙な現代人にとって必要不可欠な
課題と言えます。
疲労を軽く見たり放置したりせず、生命の危機管理

を行う体からのメッセージと考え、毎日の生活を見直
しましょう。また、強い疲労が続く場合は、医師の診
断を受けることをお勧めします。

疲れは体の警報。生活の見直しを！

歯周病（歯
し

槽膿漏）は、歯の周囲の組織が破
壊される病気で、平成11年の調査によると国民
の約73％（５歳以上・永久歯）が歯肉に異常を
抱えています。15～24歳では約65％、45～55歳
の人に至っては約88％もの人が歯周病にかかっ
ているという結果が出ています。
歯を失う原因の半分は歯周病です。しかし、

ほとんどの人は早期に適切な処置がされていれ
ば、病気にならずに済んだであろうと考えられ
ます。歯周病にならないために必要なのは、自
分の歯に関心を持つこと、予防意識を持つこと。
そうすれば、入れ歯を使うことなく、生涯自分
の歯で食べることは誰にでも十分可能なことな
のです。

歯周病は防げます（前）

このような場合、まず考えられるのは

年金の現況届けの出し忘れによるもの

です。老齢・退職（基礎）年金受給者が、毎

年誕生日のある月に社会保険庁などに提出す

る現況届けを出さないと、年度の途中からで

も納付書で納めることになってしまいます。

必ず現況届けは提出しましょう。

決定通知書についてご不明な点がありまし

たら、町民福祉課へお問い合わせください。

A.

先日、介護保険料の決定通

知書とともに納付書が送ら

れてきました。今まで年金から天

引きだったのになぜでしょうか。

Q.

問い合わせ　町民福祉課福祉係　�69－2118
※この記事は、本荘市由利郡歯科医師会から寄せられた
原稿をもとに掲載しています。
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木
材
共
販
市
況

径　　　級 単　価（石） 備　　考

直材36cm上

24～34cm

14～22cm

13cm下

曲　り　材

―

3,194～3,700

2,900～3,116

―

―

16～22cm、24～34は量販工場の手当て入って、
ほとんど落札されたものの価格は横バイ。

（
平
成
十
六
年
七
月
・
平
均
価
格
）

四
十
五
年
生
〜
五
十
五
年
生

七
月
家
畜
市
場

東由利・成立
区　分
去　勢
雌
全　体

最高価格

頭数
19

13

32

平均体重
295kg

268kg

284kg

平均価格
490,682円
420,000円
461,967円

kg当単価
1,588円
1,485円
1,535円

去　勢
雌

金　額
582,750円
723,450円

父
北景茂
飛騨白清

母の父
平茂勝
平茂勝

母の祖父
神高福
安福165の9

現
在
、
木
材
供
給
量
は
八
、
八
〇

〇
万
立
方
メ
ー
ト
ル
で
、
ピ
ー
ク
時

代
の
一
億
立
方
メ
ー
ト
ル
か
ら
大
幅

に
減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
う

ち
、
国
産
材
供
給
量
は
、
昭
和
三
十

年
代
の
四
分
の
一
に
、
立
木
価
格
は

昭
和
五
十
年
代
の
六
分
の
一
に
、
自

給
率
は
一
八
％
と
そ
れ
ぞ
れ
低
下
し

て
い
ま
す
。

輸
入
材
は
、
木
材
消
費
量
が
増
加

し
て
き
た
昭
和
三
十
年
代
後
半
か
ら

増
加
し
て
、
昭
和
五
十
年
代
後
半
に

は
木
材
供
給
量
の
七
〇
％
を
占
め
る

よ
う
に
な
り
、
現
在
で
は
輸
入
材
が

八
〇
％
強
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
輸
入
材
の
大
半
は

製
品
が
占
め
、
輸
入
内
容
が
大
き
く

変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
情
勢
を
背
景
に
四
月
に
公
表

さ
れ
た
森
林
・
林
業
白
書
で
は
、
新

た
な
「
木
の
時
代
」
を
目
指
し
て
、

こ
れ
ま
で
造
成
し
て
き
た
ス
ギ
人
工

林
な
ど
の
三
〇
％
に
あ
た
る
伐
採
可

能
な
資
源
の
利
用
と
、
国
産
材
に
よ

る
木
造
住
宅
の
建
築
や
公
共
施
設
へ

の
木
材
利
用
、
公
共
土
木
事
業
へ
の

木
材
利
用
、
木
材
輸
出
な
ど
を
取
り

上
げ
て
お
り
、
今
後
の
国
産
材
利
用

を
促
進
す
る
足
が
か
り
と
し
て
期
待

さ
れ
ま
す
。

（
町
林
業
懇
話
会
長
　
佐
藤
恒
悦
氏
）

　林業�
 だより�

国
産
材

供
給
量
の
動
き

おとなり情報
～本荘由利の催物などを紹介します～

�と　き…８月６日(金) 16：00
�ところ…本荘駅前通り
�内　容…菖蒲踊り、県立大学生企画イ

ベントなど
本荘市商工観光課　�２４－６３２３

本荘市から

第19回菖蒲カーニバル2004

西目町から

�と　き…８月14日(土) 19：00
�ところ…西目町内
西目町商工会　�３３－２０２３

西目町花火大会
�と　き…８月22日(日) ９：00受付開始
�ところ…大内町町営さつき栽培センター
�参加料…6,500円（競技花、針金、鉢、

昼食含む）
�定　員…40人

役場産業課　�６５－２２１６

大内町から

第15回東日本さつき整形競技会

�と　き…８月７日(土) 19：30
�ところ…友水公園（アクアパル前河川敷）
本荘市商工観光課　�２４－６３２３

第54回本荘川まつり花火大会

�と　き…８月28日(土) 13：00
�ところ…道の駅「岩城」ふれあい交流広場
�内　容…コンサートなど
岩城町観光協会　�７３－２０１４

岩城町から

岩城ふれあい港まつり

�と　き…８月17日�、19日�、20日�
①９：30 ②13：30

�ところ…フェライト子ども科学館
�内　容…◇17日「ベンハムの円盤を作

ろう」◇19日「ブーメランと
飛ばそう」◇20日「スライム
を作ろう」

�参加料…科学館入館料のみ
（おとな500円、子ども300円）

フェライト子ども科学館 �３２－３１５０

仁賀保町から

夏休み★サイエンス･ウイーク

�と　き…開催中（８月29日(日)まで）
�ところ…フェライト子ども科学館
�入場料…大人500円、子ども300円
フェライト子ども科学館 �３２－３１５０

夏休み特別展「木のカラクリおもちゃ科学展」

�と　き…８月18日(日) 13：00
�ところ…しおかぜ公園
�内　容…ミニＳＬ運行、「仮面ライダ

ーブレード」ショー、盆踊り、
花火

仁賀保町観光協会　�３２－３０３８

仁賀保夏祭り2004

�と　き…８月15日(日) 17：00
�ところ…大内町役場前駐車場特設会場
�内　容…大内太鼓、町民盆踊り大会、

仮装コンクール、大抽選会
商工会大内支所　�６５－２２１８

第19回大内サマーフェスティバル

�と　き…８月27日(金) 18：30
�ところ…大内町町民体育館
�内　容…同日正午から岩谷商店街内を

パレードする予定。
大内町公民館　�６５－２２１０

第15回千葉商科大学吹奏楽部サマーコンサート

�と　き…８月16日(月） 19：00
�ところ…象潟海水浴場
象潟町観光協会　�４３－６６０８

象潟町から

第56回日本海花火フェスティバルin象潟

�と　き…８月16日(月) 17：30
�ところ…鳥海町健康広場特設ステージ
�内　容…獅子舞、番楽の競演
鳥海町公民館　�５７－２８８１

鳥海町から

第31回「鳥海獅子まつり」

�と　き…８月７日(土） 10：00
�ところ…南由利原高原青少年旅行村
�内　容…フリーマーケット、「高原音

楽祭・伊藤多喜雄＆柿崎竹美
野外コンサート」(18：30)、
高原花火大会(20：00)など

由利町企画商工課　�５３－２１１５

由利町から

由利高原まつり2004

�と　き…８月15日(日）17：00
�ところ…ゆりの里交流センター「ゆり

えもん」駐車場
�内　容…納涼ビアガーデン、チビッコじゃ

んけん大会、盆踊り、抽選会
本荘市由利七町商工会由利支所�５３－２１１５

ゆりの里盆踊り



当
日
は
二
部
構
成
で
、
第
一
部
は

演
劇
教
室
が
行
わ
れ
、
先
生
と
町
内

小
学
生
四
人
が
舞
台
に
上
が
っ
て
、

俳
優
と
一
緒
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
体
操

や
、
第
二
部
の
お
芝
居
の
予
告
編
に

な
る
朗
読
劇
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

第
二
部
の
「
雨
降
り
小
僧
」
は
、

漫
画
家
・
手
塚
治
虫
さ
ん
の
原
作
に

劇
団
民
話
芸
術
座
が
脚
本
・
演
出
を

し
た
も
の
で
、
ス
テ
ー
ジ
は
希
望
、

友
情
、
涙
が
い
っ
ぱ
い
つ
ま
っ
た
感

動
的
な
も
の
で
し
た
。

ま
た
、
こ
の
ス
テ
ー
ジ
に
は
第

一
部
の
演
劇
教
室
で
舞
台
に
上
が
っ

た
児
童
の
中
か
ら
、
高
瀬
小
六
年
の

女
子
児
童
が
メ
イ
ク
・
衣
装
を
つ
け

て
、
子
役
と
し
て
特
別
出
演
し
て
お

芝
居
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

児
童
、
園
児
、
こ
と
ぶ
き
大
学

生
た
ち
は
、
舞
台
劇
の
も
つ
迫
力
を

十
分
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
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夏
休
み
初
日
の
七
月
二
十
三
日
か

ら
二
日
間
、
八
塩
い
こ
い
の
森
キ
ャ

ン
プ
場
で
、
町
内
の
小
学
六
年
児
童

三
十
六
人
が
参
加
し
、
少
年
自
然
教

室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
プ
初
日
は
八
塩
登
山
、
炊

事
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
行
い

楽
し
み
ま
し
た
。

二
日
目
は
朝
六
時
に
起
床
し
、
ラ

ジ
オ
体
操
、炊
事
、ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

を
行
い
お
昼
に
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
プ
中
の
二
日
間
、
好
天
の

も
と
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
テ
ン
ト
設

営
や
炊
事
な
ど
の
共
同
作
業
を
協
力

し
な
が
ら
行
う
こ
と
で
、
今
ま
で
以

上
に
友
好
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 〜

少
年
自
然
教
室

▲全員元気に山頂で記念撮影

▲初めての人が多かった八塩登山 ▲キャンプファイヤーを楽しむ ▲登山の後ボツメキへ ▲カレーライスづくりに挑戦

▲子役としてお芝居に挑戦

▲乾いた心に降りしきるやさしい雨

▲役者の基礎訓練を体験

〜
平
成
16
年
度
青
少
年
劇
場

七
月
十
五
日
、
町
民
体
育
館
で
平
成
十
六
年
度
青
少
年
劇
場
が
行
わ
れ
、

町
内
の
小
学
校
児
童
、
保
育
園
児
、
こ
と
ぶ
き
大
学
生
ら
三
百
五
十
余
名

が
劇
団
民
話
芸
術
座
に
よ
る
「
雨
ふ
り
小
僧
」
の
演
劇
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
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作
者
中
山
可
穂
が
自
ら
あ
と
が
き
で

語
っ
て
い
る
。「
感
情
教
育
」
が
特
別

な
の
は
書
き
上
げ
た
途
端
に
精
根
尽
き

て
息
絶
え
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
く

ら
い
ま
で
自
ら
投
入
し
た
作
品
で
あ
る

と
。
読
後
そ
の
思
い
が
確
か
で
あ
る
と

納
得
さ
せ
ら
れ
る
。

こ
の
小
説
に
は
那
智
と
理
緒
と
い
う

二
人
の
女
性
が
登
場
す
る
。
通
俗
的
に

は
理
解
さ
れ
に
く
い
が
同
性
間
の
恋
愛

を
描
い
た
作
品
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
こ
に
は
性
と
い
う
壁
を
越
え
人
が
人

を
心
か
ら
求
め
て
や
ま
な
い
心
情
や
感

情
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。
実
に
苦

し
い
く
ら
い
純
度
の
高
い
恋
愛
小
説
だ
。

生
ま
れ
て
す
ぐ
に
産
院
に
置
き
去
り

に
さ
れ
、
親
の
愛
を
知
ら
ず
に
育
っ
た

那
智
。
幼
い
頃
に
実
の
父
に
遊
園
地
に

置
き
去
り
に
さ
れ
、
母
は
い
れ
ど
酒
と

男
に
溺
れ
母
性
愛
の
か
け
ら
も
な
い
。

そ
ん
な
父
と
母
を
持
つ
理
緒
。
お
互
い

不
遇
な
ま
で
の
逆
境
を
生
き
て
き
た
二

人
。
感
情
を
押
し
殺
し
て
生
き
る
こ
と

が
彼
女
達
に
と
っ
て
は
、
し
た
た
か
に

生
き
抜
く
た
め
の
処
世
術
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
。
心
に
満
た
さ
れ
ぬ
闇
を
抱
え
な

が
ら
成
長
し
た
二
人
が
、
ひ
ょ
ん
な
こ

と
か
ら
出
逢
う
こ
と
に
な
る
。
ま
っ
た

く
違
う
境
遇
に
育
ち
な
が
ら
も
、
つ
か

ん
だ
根
っ
こ
が
一
緒
な
人
間
は
か
く
も

強
く
惹
か
れ
合
う
も
の
な
の
か
。
出
逢

っ
て
す
ぐ
に
恋
に
落
ち
た
わ
け
で
は
な

い
。
と
に
か
く
気
に
な
る
相
手
と
お
互

い
感
じ
つ
つ
距
離
が
少
し
ず
つ
近
づ
い

て
ゆ
く
…
。

急
速
に
身
を
焦
が
す
こ
と
だ
け
が
情

熱
で
は
な
い
。
大
切
な
の
は
心
を
通
い

合
わ
せ
感
じ
る
と
い
う
こ
と
。
実
に
そ

の
辺
の
描
写
が
う
ま
い
。
果
た
し
て
こ

の
二
人
の
行
く
末
は
い
か
に
…
。

さ
て
、
本
誌
の
タ
イ
ト
ル
が
心
に
響

く
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
。「
感
情
教
育
」。

人
は
こ
の
感
情
に
左
右
さ
れ
る
生
き
物

だ
。
歓
喜
、
悲
し
み
、
苦
し
み
、
怒
り

…
誰
し
も
こ
の
よ
う
な
感
情
の
も
と

に
、
生
き
て
い
る
。
感
情
と
真
っ
向
か

ら
直
視
す
る
こ
と
は
実
に
苦
し
い
も
の

だ
が
、
そ
れ
に
直
面
し
な
け
れ
ば
本
当

の
自
分
を
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
い

か
な
る
感
情
を
も
受
容
し
気
づ
く
こ
と

が
精
神
的
成
長
を
果
た
す
た
め
に
必
要

な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
こ
の
作
品
を
通

じ
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
の
だ
。

人
は
身
を
も
っ
て
体
験
し
た
こ
と
で

な
け
れ
ば
学
び
と
し
て
、
自
分
に
取
り

込
む
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
し
て
、
そ

の
学
び
を
生
か
す
も
殺
す
も
自
分
次
第

だ
と
い
う
こ
と
も
心
に
と
め
る
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
。
真
剣
さ
と
陶
酔
の
末
路

は
慈
愛
と
安
ら
ぎ
に
満
ち
た
世
界
で
あ

っ
て
ほ
し
い
…
。
そ
う
願
わ
ず
に
は
い

ら
れ
な
い
一
冊
で
あ
る
。（
千
）

30回�「感情教育」
中山可穂・講談社文庫

▼
禁
じ
ら
れ
た
楽
園
／
恩
田
陸

▼
あ
の
樹
に
会
い
に
行
く
／
細
川
剛

▼
お
っ
さ
ん
力
／
影
山
貴
彦

▼
乱
れ
て
い
る
か
？
テ
レ
ビ
の
言
葉
／

橋
本
五
郎

▼
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
／
前
川
麻
子

▼
さ
よ
な
ら
妖
精
／
米
澤
穂
信

▼
ボ
ー
イ
ズ
・
ビ
ー
／
桂
望
実

▼
妖
怪
ア
パ
ー
ト
の
優
雅
な
日
常
①
・

②
／
香
月
日
輪

▼
百
万
の
手
／
畠
中
恵

▼
ノ
ー
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
・
ノ
ー
ク
ラ
イ

／
中
場
利
一

▼
ブ
ル
ー
ス
ノ
ウ
・
ワ
ル
ツ
／
豊
島
ミ
ホ

▼
蛍
火
／
蜂
谷
涼

▼
№
６
　
＃
１
・
＃
２
／
あ
さ
の
あ
つ
こ

▼
泥
人
魚
／
唐
十
郎

▼
夢
チ
ャ
ン
ネ
ル
／
桃
井
か
お
り

▼
カ
フ
カ
の
書
き
方
／
池
内
紀

▼
月
と
菓
子
パ
ン
／
石
田
千

▼
し
ば
わ
ん
こ
の
和
の
こ
こ
ろ
３
／
川

浦
良
枝

▼
21
世
紀
こ
ど
も
百
科
、
地
球
環
境
館

／
和
田
武

▼
検
証
・
は
ん
せ
ん
病
史
／
熊
本
日
日

新
聞
社

8月�8月�

夏
休
み
に
入
り
ま
し
た
。
公
民
館

の
図
書
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
町
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
行
い
ま
す

第
十
一
回
東
由
利
町
ス
ポ
ー
ツ
祭
種
目

別
大
会（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
）が
行
わ
れ
ま
す
。

東
由
利
町
選
抜
チ
ー
ム
が
全
県
大
会
で

優
勝
す
る
な
ど
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
盛
ん

な
本
町
。

今
年
も
熱
戦
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

●
日
　
　
時
　
八
月
二
十
九
日
（
日
）

午
前
九
時
〜

●
場
　
　
所
　
東
由
利
町
民
グ
ラ
ン
ド
　

●
申
込
期
限
　
八
月
二
十
三
日
（
月
）
教

育
委
員
会
内
「
町
民
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
事
務
局
」

電
　
話
　
六
九
―
二
三
一
○

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
六
九
―
二
○
三
九

七
月
十
日
（
土
）、
台
山
地
区
ス

ポ
ー
ツ
エ
リ
ア
か
ら
大
堤
周
回
コ
ー

ス
ま
で
、
約
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
コ

ー
ス
に
わ
く
わ
く
サ
ー
ク
ル
会
員
、

一
般
町
民
な
ど
八
十
二
人
が
参
加
し

て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
ポ
イ
ン

ト
を
探
し
ク
イ
ズ
を
解
き
な
が
ら
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
も
の
で
す
。

参
加
者
は
、
家
族
や
友
達
と
楽
し

み
な
が
ら
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
い

ま
し
た
。

▲マイペースで楽しみながらウォーキング

〜
わ
く
わ
く

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

七
月
十
九
日
（
月
）、
第
四
回
横

荘
線
メ
モ
リ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
行

わ
れ
、
町
内
外
か
ら
百
三
十
人
余
り

が
参
加
し
、
老
方
か
ら
二
井
山
間
、

約
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
自
然
あ
ふ
れ
る
鉄
路

の
跡
を
当
時
を
懐
か
し
み
な
が
ら
、

ま
た
健
康
づ
く
り
を
目
的
と
し
な
が

ら
歩
い
て
い
ま
し
た
。

▲自然を満喫する参加者

〜
横
荘
線
メ
モ
リ
ー

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
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（
せ
せ
ら
ぎ
句
会
）

銀
山
や
マ
タ
タ
ビ
白
き
行み

幸
坑
　
　
　
　
　
新
　
町
　
寅
　
田
　
敏
　
雄

溝
切
機
分
け
し
青
田
に
風
生
ま
る
　
　
　
　
五
海
保
　
嶽
　
石
　
レ
　
イ

湿
原
に
今
を
盛
り
と
菖
蒲
園
　
　
　
　
　
　
時
雨
山
　
吉
　
川
　
葉
　
子

し
り
と
り
の
言
葉
に
つ
ま
る
梅
雨
の
雷
　
　
横
小
路
　
宮
　
野
　
源
二
郎

七
夕
に
願
い
を
こ
め
し
車
椅
子
　
　
　
　
　
蔵
新
田
　
小
　
野
　
貞
　
子

今
朝
も
ま
た
の
び
し
ひ
ま
わ
り
ラ
ン
ド
セ
ル

舟
　
木
　
大
庭
　
喜
右
衛
門

ま
ま
ご
と
の
一
人
二
役
さ
く
ら
ん
ぼ
　
　
　
上
　
里
　
小
　
野
　
石
蕗
子

花
栗
や
薄
暮
よ
う
や
く
稜
線
に
　
　
　
　
　
舟
打
場
　
高
　
橋
　
民
治
郎

曲
が
っ
て
も
愛
ら
し
休
田
初
胡
瓜
　
　
　
　
久
　
保
　
高
　
橋
　
典
　
三

薫
風
に
人
恋
寄
る
や
柵
の
牛
　
　
　
　
　
　
小
　
倉
　
遠
　
藤
　
ト
ミ
子

白
牡
丹
め
し
べ
あ
ら
わ
に
崩
れ
散
る
　
　
　
蔵
新
田
　
小
笠
原
　
ト
　
ミ

幸
福
の
鐘
の
余
韻
や
青
葉
光
　
　
　
　
　
　
横
　
渡
　
高
　
橋
　
ヒ
デ
子

犬
吠
え
て
子
ら
の
声
し
て
夏
夕
べ
　
　
　
　
山
　
崎
　
小
　
松
　
良
　
子

行
き
交
い
も
疎
ら
の
街
の
七
変
化
　
　
　
　
横
小
路
　
小
　
松
　
丈
　
介

子
を
刺
せ
し
蚊
の
い
て
男
鹿
の
海
お
も
ふ
　
上
　
通
　
小
　
松
　
メ
　
サ

急
ぐ
蟻
な
ま
け
る
蟻
と
す
れ
違
う
　
　
　
　
高
戸
屋
　
小
　
松
　
敏
　
雄

銀
山
の
無
縁
の
墓
や
額
の
花
　
　
　
　
　
　
中
　
通
　
小
　
松
　
順
之
助

蚤
の
串
ざ
し

む
か
し
む
か
し
、
暑
い
夏
の
日
の
こ

と
で
す
。
旅
の
男
が
一
軒
の
宿
屋
に
泊

ま
り
ま
し
た
。
案
内
さ
れ
た
部
屋
は
掃

除
も
ゆ
き
と
ど
か
ず
、
壁
も
と
こ
ろ
ど

こ
ろ
は
げ
落
ち
て
、
見
る
か
ら
に
汚
い

部
屋
で
し
た
。
く
た
び
れ
て
い
た
旅
の

男
は
寝
床
に
入
っ
て
ぐ
っ
た
り
と
し
て

い
ま
し
た
が
、
夜
中
に
な
る
と
体
中
が

あ
ま
り
に
痒
い
の
で
目
を
覚
ま
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
寝ね

間ま

着き

を
見
る
と
蚤
が

い
っ
ぱ
い
動
き
回
っ
て
い
ま
す
。

寝
間
着
ば
か
り
で
な
く
、
古
い
黒
ず

ん
だ
畳
の
上
で
も
ピ
ン
ピ
ン
跳は

ね
回
っ

て
い
ま
す
。
つ
ぶ
し
て
も
つ
ぶ
し
て
も

蚤
は
一
向
に
減
ら
ず
、
男
は
と
う
と
う

蚤
と
り
で
夜
が
明
け
て
し
ま
い
ま
し

た
。一

晩
中
眠
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

男
は
、
げ
ん
な
り
と
し
ょ
げ
返
っ
て
朝

を
迎
え
ま
し
た
が
、
腹
が
立
っ
て
腹
が

立
っ
て
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。
何
か
仕

返
し
を
し
て
や
ろ
う
と
思
い
、「
こ
ち

ら
の
宿
屋
さ
ん
で
は
、
な
ん
と
も
っ
た

い
な
い
こ
と
に
、
い
っ
ぱ
い
い
る
蚤
を

こ
の
ま
ま
ほ
っ
た
ら
か
し
に
し
て
…
」

と
言
っ
て
、
主
人
を
ち
ら
っ
と
横
目
に

し
、「
…
蚤
と
い
う
も
の
は
良
い
薬
に

な
る
ん
で
す
よ
。
こ
れ
ま
た
高
い
値
段

で
売
れ
ま
す
か
ら
、
今
度
私
が
来
る
ま

で
い
っ
ぱ
い
集
め
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。
よ
そ
よ
り
高
く
買
っ
て
あ
げ
ま
す

よ
」
男
は
宿
屋
を
旅
立
ち
ま
し
た
。

「
蚤
が
薬
に
な
る
な
ん
て
生
ま
れ
て

初
め
て
聞
い
た
…
」
も
と
も
と
欲
張
り

な
宿
屋
の
主
人
の
こ
と
、
こ
ん
な
う
ま

い
話
は
な
い
と
、
そ
れ
か
ら
毎
日
の
よ

う
に
蚤
と
り
を
続
け
、
あ
ん
な
に
い
た

部
屋
中
の
蚤
を
つ
い
に
取
り
つ
く
し
て

し
ま
っ
た
の
で
し
た
。

次
の
年
、
旅
の
男
が
ま
た
去
年
泊
ま

っ
た
宿
屋
の
前
を
通
っ
た
と
き
、
思
い

掛
け
ず
宿
屋
の
主
人
と
出
会
っ
た
の
で

し
た
。「
お
久
し
ぶ
り
で
す
。
ぜ
ひ
お

泊
ま
り
を
…
」
と
誘
わ
れ
る
ま
ま
に
、

男
は
泊
ま
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
相
変

わ
ら
ず
汚
い
部
屋
で
し
た
が
、
一
匹
も

蚤
が
お
ら
ず
、
ぐ
っ
す
り
眠
る
こ
と
が

で
き
ま
し

た
。朝

に
な

っ
て
旅
の

男
は
、
去

年
の
腹
立

た
し
さ
の

嘘
を
思
い

出
し
、
ま

ん
ま
と
引

っ
か
か
っ

た
こ
と
に

お
か
し
く

な
り
ま
し

た
が
、
主

人
に
見
つ

か
っ
て
は

大
変
で
す
。
男
は
裏
口
か
ら
こ
っ
そ
り

出
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
奥
の
方
か
ら

主
人
が
出
て
き
て
「
旅
の
お
方
や
、
去

年
の
約
束
を
お
忘
れ
な
い
で
し
ょ
う
ね

…
」
と
蚤
の
い
っ
ぱ
い
入
っ
た
袋
を
差

し
出
し
ま
し
た
。

冷
や
汗
の
旅
の
男
は
「
袋
の
中
に
何

匹
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
の
で
、
な
に

せ
高
価
な
も
ん
で
す
か
ら
数
え
る
と
き

間
違
わ
な
い
よ
う
に
、
百
匹
ず
つ
串
に

刺
し
て
く
だ
さ
い
。
お
金
は
そ
の
と
き

に
支
払
い
ま
す
か
ら
」
主
人
の
困
り
切

っ
た
顔
を
よ
そ
に
、
男
は
逃
げ
る
よ
う

に
宿
屋
を
発
っ
た
の
で
し
た
。

阿
部
ナ
ツ
オ
氏
（
老
方
・
故
人
）
語
り

よ
り

（
文
と
絵
　
石
渡
力
造
氏
）

八
六
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ひ　び　きひ　び　き�

石　渡　陽々紀ちゃん�
　　　　（岩舘・1歳）�
お父さん：仁　久さん�
お母さん：香菜子さん�
お話し：香菜子さん�

ひ　び　き�

石　渡　陽々紀ちゃん�
　　　　（岩舘・1歳）�
お父さん：仁　久さん�
お母さん：香菜子さん�
お話し：香菜子さん� 佐　藤 孝

こう

太
た

さん（向田・19歳）
―職業は
本荘市の「アルゴン小松」で働いています。
―休日の過ごし方は
家でじっとしているのが嫌なので、いろいろなところにドライ

ブに出掛けます。一番よく行くのは秋田市。買い物をしたり、映
画を観たりします。車は黒のオデッセイです。
―自分の性格は
明るい性格ですね。友だちには、いつもテンションが微妙に高

いと言われます。
―彼女にしたい理想のタイプは
明るくて一緒にいて落ち着く人。
―目標・夢は
今やりたいことは車のドレスアップ。夢は幸せな家庭を築くこ

とです。
―家族へ一言
今まで迷惑をかけてきました。今年は二十歳になるので、少し

ずつ恩返しをしていきたいと思っています。

名前の由来は？
「夏生まれなので、太陽の『陽』という字を入れました。お父さんが付けた名
前です」
好きなものは？
「ぬいぐるみやお人形さんが大好きで、「ぷっ、ぷっ」と言いながら一つ一つ
にチュウをしてあげています。それから、なぜか緑色の野菜が好きで、畑で
採れたアスパラやきゅうりを丸かじり。さすがは農家の孫！じっちゃんの期
待の星です」
家族では誰になついていますか？
「毎日一緒にいるのでお母さんかな？でも最近は、お父さんが仕事に出掛けよ
うとするとだっこしてしがみつくので、嬉しい悲鳴をあげています」
本人の性格は？
「とにかくせわで、きかん坊さん。この子も年頃になったら、おしとやかにな
るのかな？」
お父さんとお母さんから陽々紀ちゃんへひとこと
「まだまだ半人前のお父さんとお母さんだけど、陽々紀と一緒に成長していく
のでよろしくね」

東由利中学校をはじめ各小学校で３年間英語を指導してくれたニ
コラ・エリス先生が７月で任期を終えられます。町を離れる今の気
持ちを書いたニコラ先生のお手紙を紹介します。

（一部抜粋）
この３年間、東由利町という美しい町で子どもたちに

英語を教え、暮らすことができたことを本当に光栄に思
います。
ここでは、たくさんの人々に支えられてきました。私

のつたない日本語にもかかわらず道行く人々が私に笑い
かけ、話しかけてくれました。私の力になってくれた全
ての方々に対し、感謝の気持ちでいっぱいです。
私を見かけるといつも手を振ってくれたご近所の皆さ

ん、一緒に遊んでくれた子どもたち、どうもありがとう。
（パーティばかりをしてお騒がせしました。）
そして愛すべき生徒の皆さん、あなたたちのことは決

して忘れません。あなたたちは私の元気の源です。自分
で選んだ道を歩み、幸せになってください。そして、
毎日一つでも素敵なことを見つけるように心がけてみて
ください。
私は、田植え、新田に映る山々、収穫、冬の静けさな

どを見られた東由利での生活が大好きでした。東由利の
美しさとここに住む皆さんのことは決して忘れません。
ずっとここにいれたらいいのになと思います。
サンキュー！！ニッキーより

・・
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住民基本台帳�

男（人）�

女（人）�

計（人）�

世帯数（戸）�

６月末人口�前月比�

2,309�

2,472�

4,781�

1,369

1�

－3�

－2�

1

�

出生（人）�

死亡（人）�

転入（人）�

転出（人）�

６月異動人数�1月からの累計�

4�

8�

5�

5

11�

43�

39�

58

消防・交通�

火災出動（件）�

救急出動（件）�

交通事故（件）�

死亡（人）�

傷者（人）�

飲酒運転（件）�

酒気帯び（件）�

0�

12�

0�

0�

0�

0�

0

1�

80�

5�

1�

7�

1�

3

６　月�
発生数�

1月から�
の累計�

日
本
全
土
の
畑
地
や
河
畔
、
山
野
に
も
生
え
る
多
年
草
で
す
が
、

も
と
も
と
は
日
本
の
も
の
で
は
な
く
、
大
陸
（
朝
鮮
、
中
国
）
か

ら
渡
来
し
た
も
の
が
野
生
化
し
て
各
地
に
広
ま
っ
た
も
の
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
今
は
家
の
近
く
に
観
賞
用
と
し
て
栽
培
さ
れ
て
い

る
も
の
が
多
い
よ
う
で
す
。
ヤ
マ
ユ
リ
は
食
用
と
し
て
珍
重
さ
れ

ま
す
が
、
こ
の
地
下
の
鱗
茎
は
卵
球
形
で
少
し
苦
み
が
あ
り
、
あ

ま
り
食
べ
ま
せ
ん
。
茎
は
１
�
以
上
に
な
り
暗
紫
色
で
、
葉
は
披

針
形
で
葉
腋
に
珠
芽が

（
ム
カ
ゴ
）
が
つ
き
、
こ
れ
が
地
上
に
落
ち

て
、
そ
れ
か
ら
殖
え
ま
す
。

1日�　全町一斉道路清掃
2 日�　第19回本荘由利一市七町

合併協議会
3 日�　予防接種（個別・ツ反）
5 日�　臨時議会

予防接種（個別・BCG）
10日�　第10回明日のまちづくり

懇談会
11日�　中学生海外研修（オース

トラリア・～19日）
機能訓練教室

15日�　成人式
社会人野球大会（～16日）

17日�　本荘由利一市七町合併協
議会調印式

18日�　臨時議会
20日�　追悼式
21日�　わくわく教室

（クラフト教室）
23日�　乳ガン・子宮ガン検診
24日�　機能訓練教室

黄桜ひろば
26日�　フレッシュ教室
27日�　乳ガン・子宮ガン検診
29日�　町民ゲートボール大会
30日�　ことぶき大学（コース別

研修・体力測定）
心のさわやか相談

東
由
利�

オ
ニ
ユ
リ

（
ユ
リ
科
）

編
集
・
発
行
▼
東
由
利
町
企
画
課
　
〒
〇
一
五
‐
〇
二
九
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
田
県
由
利
郡
東
由
利
町
老
方
字
橋
脇
一
一
二
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
〇
一
八
四
・
六
九
・
二
一
一
三
　
　
　
印
刷
・
Ｋ
Ｋ
本
間
印
刷
所

NO.234

社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
か
ら
ご
芳

志
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま

す
。

鈴
木
五
郎
さ
ん
（
舟
打
場
）、
畠
山
俊
雄

さ
ん
（
寺
田
）、
佐
藤
貴
之
さ
ん
（
秋
田

市
）

文
・
写
真
　
小
松
忠
正
氏

１カ月に１回くらいは、車で日帰りが
できる範囲の遠出をしたいと思い、ドラ
イブに出掛けることが多くなりました。
今月の行き先は武家屋敷と桜で有名な角
館。曇り空の下に咲く紫陽花がしっとり
と落ち着いた雰囲気で、春とは一味違う
魅力を感じることができました。
8月は帰省や旅行で車を運転すること

が多くなります。交通事故のない楽しい
夏になるといいですね。（晃）

●東由利町ホームページ　http://www.town.higashiyuri.akita.jp/

（
６
月
21
日
〜
７
月
20
日
）

※
広
報
へ
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、届
出
の
際
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

（
６
月
21
日
〜
７
月
20
日
届
出
）

八塩いこいの森パークゴルフ場のコース
脇に咲いた紫陽花です。さわやかな青色が、
プレーヤーの疲れを癒しているようでし
た。（広報担当）

●
お
誕
生
お
め
で
と
う

７／１
鈴
　
木
　
彩

夏か

ち
ゃ
ん〈
紀
　
貴
〉
畑
　
村

友
　
子

７／６
阿
　
部
　
流

生な

く
　
ん〈
毅
　
敏
〉
岩
　
舘

真
実
子

●
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

６／22
佐
藤
　
ア
キ
さ
ん
（
101
）
小
松
キ
ヤ
･
母
・
田
　
代

６／25
遠
藤
二
三
雄
さ
ん
（
86
）
芳
　
裕
･
父
・
　
宿

７／７
佐
藤
　
セ
ツ
さ
ん
（
92
）
三
浦
玲
子
･
母
・
宇
戸
坂

７／17
小
松
　
優
子
さ
ん
（
70
）

大
　
･
母
・
下
　
通

７／18
阿
部
　
寅
靜
さ
ん
（
90
）
ナ
　
ミ
･
夫
・
　
蔵


